








要約 川崎病罹患児が将来冠状動脈硬化症に移行するか否かについて検討した。冠状動脈

炎の後遺病変として内膜の線維性肥厚,硝子化,血栓とその器質化は見られた。しかし,粥状

動脈硬化症の初期病変としての泡沫細胞などの変化は認められなかった。これは,まだ 45

歳以上の本症既往をもつ症例に遭遇していないことに原因があると考えられる。 


